
 

 

 
 

次期総合計画の策定の方向性（構成イメージ）について 
 
 

≪長期ビジョン≫                   

〇 はじめに（計画策定の趣旨、計画の役割・期間・構成、計画推進の考え方 等） 

〇 理念（幸福、幸福領域 等） 

〇 将来像 

〇 現状認識・展望（世界、日本、岩手） 

〇 復興の目指す姿と３つの原則 

〇 政策推進の基本方向 

〇 長期的・政策横断的に取り組む重要構想［プロジェクト］ 

〇 地域振興の展開方向（広域圏の振興、県域や広域圏を越えた広域的な連携の強化 等） 

〇 県政運営の基本姿勢（市町村との連携、多様な主体との協働、行政経営のあり方 等） 

 

≪アクションプラン≫    

長期ビジョンの実効性を確保するため、重点的・優先的に取り組むべき政策や具体的な

推進方策を盛り込む。［第１期：平成31年度～平成34年度］ 

〇 復興編 

〇 政策編 

〇 地域編 

〇 行政経営編 

 

【想定される期間（イメージ）】 

年度 Ｈ31 
(2019) 

Ｈ32 
(2020) 

Ｈ33 
(2021) 

Ｈ34 
(2022) 

Ｈ35 
(2023) 

Ｈ36 
(2024) 

Ｈ37 
(2025) 

Ｈ38 
(2026) 

Ｈ39 
(2027) 

Ｈ40 
(2028) 

           

アクシ

ョンプ

ラン 

          

（ ）内は期間年数 

 

資料５ 

長期ビジョン(10) 

政策編 等(4) 政策編 等(4) 政策編 等(2) 

復興編(4) 

第２期以降の「復興編」の取扱いは、 

今後の復興の状況を踏まえながら検討 


